





























































































②東1条操 『中学li文典 初年級 li3和12
// 上級Jl1.]星野書庖，昭和12
①広島高等師範学校国語漢文研究会
r I~コ学新国文典 初年級JFJ.]京極書!古， 1昭和12
r / 上級)FJ.]京銀書)古， 1昭和12
④岩井良ji1í~ r中学仁i語法 第一学年用J白黒書庖， 1l(3flJ12 
『中学文語法 上級JlJ.]目黒書)E，昭和13
⑤ UJ I孝雄『日本文法教科書 中学校初級)有j宝文館，昭和13



































1日手16年改正 1+学校教j受!zfI~I J 昭和12年改正，-rl ' 学校教授袈 I~IJ 
1~I M:l ニ於テハ I~I話 ノ構造 特質ヲ女IJラシメ|主l詰
ノ正確ナ jレJll[fiJ!I'ト思想 体験ノ|対的:ナjレ表JLト
ニ就キテ I~I ~?:+ 力、 I~IJ主性ノ具現タルコト及 1~I Mf ノ
教養ガ|主i民ノ自覚ヲfjEシ品位ヲ高ムル所以ナル
耳φlろE句、 二日ど1、1 コトヲ会得セシメテ国語愛護ノ念ヲ培フト共ニ
文社;ノ、 1~i. 1文法ノ大要ヲ j受ケテ国語ノ特色ヲ理 美的情操ヲ陶冶スヘシ
WIoセシムベシ |苅特ニn寺1jヲ設ケザル学年二
在リテモ常ニ ~~I:読 作文等ニ附帯シ実例ニ就 文lt~1 、国文法ノ大要ヲ授ケテ 1~15苛ノ構造-特質




!(第 1 学年~----- -----------------l~話 i 学年)











































































第ー篇総説/ 第一章 |盟諸と文法/第二章 文と単訪/第三卒主詑述詰 修飾誌/ 第四
章品詞概;説(一)/第五章品詞概説(二)
第二篇 口語の品市J/ 第六章 名詞/第七章代名詞/第八章動詞の活用/第九京動詞の
活別の種類(→/ 第十主主 動説の活用の種類(二)/ 第|一字 形容詞の活JlJと)1:;持動詞/ 第一!一二
章 J=FJ言の音使形/ 第十三章 !I¥!J詞/ 第十IZlD空 按杭rl司/ 第ト五章 !恭助詞/ 第j六沖t DJ 1]ij) i~ I~J 
の種類及び活用(一)/ 第一i七草 助動詞の種類及び活用(二)/ 第十八章 助詞/ 第 1-)L ifi 品 1
Br~J のiJii;成/ 第二十章複合語/第二十 A章接91¥詩・接尾語
第三稿 文の成分/ 第二十二章 文と文の成分/ 第二十三車 主出と述詰/ 第二 1-凹章 修的i
詑/ 第二トゴ1章 独立語/ 第二卜六章 文の成分の位設と省1告
Ll→級月J]
第一篇 12認概il5?/ 第一章 総説/ 第二章 IZi詞概説(一一)/ 第三 'I~í~ IWJ H制限~t (二)
第二篇 文誌の品百~/ 第1m車 丈認のぞI'~n] .代名詞/ 第五章 文動詞の活用(ー)/ 第六章一
文詰動詞の活用(二)/ 第七章 文活動詞の活)FJ(三)/ 第八章 文計HO)詞の活m(1m) / 第九章
文言i形容詞と形容動詞の活m/第卜章 文語用言の昔使JI:;/ 第十ー章 文誌の副 t~!~J .接 *~~.t~ITJ .感動
詩/ 第十二章 文語助動詞の種類と活用(一一)/ 第十三章 文語助動詞の種類と活用(二)/ 第十
1m章 文語助動認の種類と活用(三)/ 第卜五章 文吾のjjJ)F，日'J(一)/ 第十六章 文語の助 AI~J (二)
第三倍 ihli詞の転JiX:と誌の構造/ 第十七章 If，~ ß~J の転成/ 第十八章 複合語/ 第十九章 接I!f[
it-接尾語
第!出篇 文の成分/ 第二十章 文と丈の成分/ 第二十 主語と述語/ 第二ト二草 11~fiíjîim-/ 
第二十三J市 独立語/ 第二 I-Ill章 文の成分の位誼と省 1告/ 第五篇 文の構造と丈の;f!fl)ti:j/ 第二 i一




第 4篇品市iJ/ 第 a章名詞/第二章数詞/第三章代名古J/ 第四章動計J/ 第五章形
容詞/第六主主形容動詞/第七章助動詞/ 第八章助詞/ 第九輩出j詞/第一O章 接続詞/
第一一章感動詞/第二挙接5世話接尾花
第二篇 m言/ 第一章 動詞の活用JI:; 第二章 動詞の活用の種類/ 第三章 形容詞のjfriJli/ 第
四章 形容動詞の活用/ 第五章動詞・形容詞の音便
第三篇 助辞/ 第一章 助動詞の種類・活用・接続/ 第二章助詞の樟類.PFj法
第四稿 文/第 準 文の成分/ 第二章文の成分の位置と省1告/敬訴訟
[上級mJ
第一篇 総説/第一章文/第二章文の成分/第三章主ij_Ujと其の分担1
第二篇体言/ 第一章:2， tll~J/ 第二章数詞/第三章代名詞/第四章体言の刑法




第五篇 副詞・接続詞・感動詞/ 第一章 ilJ詞/ 第二章按続詞/ 第三章 感動詞
第六篇 品認の構成と転成/ 第一章 複合語/ 第二章接民話.j羽毛認/ 第三準 点!l詞のil;成
第七篇 文の構成と控類/ 第 -21t 文の成分の組織/ 第二章 文の成分の位Illi:/ 第三章 節/






第 4簡単語稀 (J-.) / 第 一章 名詞/ 第二章代名詞/第三章動詞/ 第凶章 7r~容認/
第五章 形容動詞/ 第六準 助動詞/ 第七章 DJJ F.~J/ 第八章 副詞/ 第九章 l引先詞/ 第一0
常感動詞
第二簡 単語稿 (1ご) / 第 一様 口認動詞のiSJlJ形/ 第二章 仁lim ~OJ f; f~ の i古川の種類/ 第三辛
口語動詞の識別法/ 第凶主主 口許;形容詞の活用/ 第五主主 口説形容動詞のi1j-nJ/ 第六章 口語用言
の{!;-i史/ 第七 tp~ 口 iiliωIJIï)j ~IUの槙知及び活用/ t{;八章 日間助動詞の接続/ 第九章 口間助言iJの;fjJf.
1長及び、刑法/ 第 .0章 口訟の般9Jl計i・4安定詰
第三稿 文章椋/ 第一主主 文の成分/ 第二章 文の成分の位置及び省11台
[JJ及JF]
総説
第 一鵠i itMl-儒 (J二)/ 第一1ft 名詞/ 第二章 代名詞/ 第三主 動詞/ 第四章 形容詞/
第五草 形容動詞/ 第六章助動詞/ 第七章助市J/ 第八章副詞/ 第九章終枕詞/ 第一一0
1者 f~到IJ f;IiJ
第二篇 単語稀(下)/ 第一Ift 文語!li7J F. ~J の ìiEínJ 形/ 第二主主 文詑動詞の活用の検知/ 第三寧
文fFH動 HnJ の ~jj~7]lj d~/ 第 ILÇI 章 文訂i形容詞の活)FJ/ 第五章文語形容動市]のj舌111/ 第六章文f;{}JF!言
の音便/ 第七準 文語助動詞の種類及びi1im/ 第八章 文語助動詞の接続/ 第九章 文詩肋討の被
~ri/ 第 一O章 iJ二7立すべき文if助詞の刑法/ 第一 一章 文訪の扱Nj~[詑" ~妾!毛詰/ 第 二ー章 1~1}1 ~ITJ の
!liiJi見
第三稿 文章篇/ 第一章 文の成分/ 第二輩 文の成分の位世及び省1合/ 第三準節/ 第凹時.
3二 t~lj ・述古11" f.iIlI:fI)・ 叙述音11/ 第五意 文の種類
f(;:-)1:良雄 r1:1学|ご|詑i:t. 文詩Y1~j
[ I:j'学!二l間法](第一学年月:J)
文/ 二 語及び1為市iJ/ 三名詞/ 1m代名詞/五動詞/六形容詞/七形容動
詞/八副詞/九接続詞/ ---0 感動 f;ITJ/ 一一 助動詞/ 一二 助 f; ~J / 一三 動詞の
活用/ 一一凶 形容詞の活用・ /~-]i 形容動詞の活用/ --六 動詞・形存詞の背使/ 一七 助
動詞の種類と活用/ 一八 助動詞の怯統/ 一づiL 助詞の刑法/ 二O 文の成分
{ 中学文mfd~ ] (上級m)
文 ・Ji計1-.連諸/二名訂J/ 三 代名詞/ 12日動詞/五動詞の沼市/ 六形容詞/
七 形容詞の活用/人形容動詞/ 九動詞・形容詞の者使/ .-0 副詞/一一抜統ij~J/




第一 tþ~ 総説/ 第二章 詔の種類/ 第三章 名言iJ/ 第四 j~~ 代名詞/ 第五章 JF言/ 第六
車 Jf~答詞/ 第七常 勤認/ 第八章 助動詞/ 第九主 ilJf1司/ 第十輩 抜統詞/ 第十-ii!t
感動詞/ 第|二主 助詞/ 第 卜三i'fI rあるJと合成した示J/ 第十四主主 文/ 第 卜五章 敬訪
[_1-.級別]
第一主主 総説/ 第二章 体言/ 第三章 庁1言/ 第四章 形容詞/ 第五章 勤前a/ 第六主主
助動詞/ 第七東日IJ詞， 1暖枕詞，感動詞/ 第八章助~iiJ/ 第)L章 ~HJ の十1育成/ 第十業按昨/
第トー殺 詞の合成/ 第卜二章 文の成分/ 第 卜三業 文の構成/ 第一|一1意 文の性質上の分






































































































。金田一京助 f新市IJ 中学医I~R法j i初級用jの内容構成 ! 
第今話i総;見/第一章言語国訪 問語法/第三章文 主jiE1 連諸/第三章主計j 述間修飾 l
~V~Î./第四主主 九lji詞
第二稿 品詞/第五東名詞/第六章代名前/第七章動詞/第八京 動詞の活)1'Jの積矧(一)/第
九章 動訴の活用の種1:(二)/第卜輩 形容詞 ・形容動詞/第十一撃 動詞・形容詞の段使/第十二
章 副詞/第十 三輩 銀統詞/第イ匹l埠 1m投詞/第|五章助動詞の種類及び活月~ (ー)/第十六章










































第一二信i 丈の成分 〈二:二 、¥、第二篇 文語の日i言u
第三篇 丈の構成と文の種類二二二一 第三篇 I\~~I F， ~l の転 JjJ(と誌の構造
第四1需 品詞の用法 } 、¥、第凹篇 文の成分
〉※、、~第五儲 回;iftとその特質 l 、第五稿 文の構造と丈の種~gti















1ド宇自立i詞は， 昭和6年『新文典j 昭和12年 I改制新文典l
あらゆる事物の名を表はす語をいふ。それ 1'1 ~ITJ は，事物の名を表はす誌をし、ふ。
iWQ針。j 1m郷|在日在 来郷元自1 ワシントン
iW頼朝・西郷隆盛・東北部元[:1 (人名)も， 東京市長野県鎌倉
東京i¥i.長野県鎌倉(地1'1) も， 富士1 信濃)1 琵琶湖

























































また， w中学国文典jの特徴としてもう 一点あげられるのが， r敬語法jに対する積極的な言及
である。 「初年級mJの|例言jには次のようにある。
一・敬訪1;は我が|主i誌の一大特長で、あって 国民tl二と密按な関係があるにか、 はらず，近WJ.i1計く素乱に陥


































はれてゐるやうであり，又文誌としても E[ 常法人のIlR に íq~!れる別法は，終止. -，主体・己然、の各 JI予の ~II き，
[J1l段と13:別のつかぬ31三のものが多く，述m71三が使はれでも「蹴i長とすJといふが立1き述誌となる場合が
多いので，それが四段でないとし、ふ意識をl高めるに至らな ¥"'0 か、る有税であるから，教授者から之を
下一段の 1ftー の例話として提示した場合にも，生徒には容易に納得が行かなかったゃうである。 干支は j
先生は自分等の会1つてゐる通りの言葉遣を自分等に手伝って法日Ijとして組立ててくれるものであるのに























li)J~ に せっせと よもや めったに 大へん 恐らく (初年*泣mp.21) 
[ !lJ 言の音{更にはl する ItlJ J~]
次の文の誤りをし，その弓!I1をいへO
(1) 此の道に添ふて行けは" ;1出告に出る。
(2) 風ι リ~k包を背負ったiT ド1 1 が汗ばむで来る。
(3) 一旬、J"$!i'IlJを読むでから行きます。
(4) お見送りを辱ふし，有りがたふ御座いました。



















































































橋本i住吉 f改HtlJ新文刈 | 剖1: 良 !i.ií~ 刊咋文部去j
己然形 「ど(ども)Jに述る形である。又「ばJにも連|巴然形 「資ればjの女1く，動作の己に成つ
って J I立IJfr:' カ \f~止にさつ なってゐる意\1未に j日ひる。 I てゐる意:をあらはし得る)1三である。




























11回は f日本文法教科書jを編纂するに先立って， W I~J 等文法教科書.Jl (宝文自't1明治40) など
の文法教科書を編纂しているが，山田が文法教科書を編纂するにあたって一貫して取っていたス
タンスとして， r日本文法論j(宝文館 1明治41) や『日本文法講義.Jl (宝文館，大正11)などで











































終助詞 ••• r 'li~~ に文句の終りにばかり用ゐられる助詞j
1#J投助詞…「話調をととのへ，語勢をそへ， u乎掛，感動の意:などをあらはす助詞j





。大槻文彦による「ヨ.間乎 i1J( J の分Jj~i についての説明
豆間乎j皮ノ¥言語ノ I::I'I:¥Jニアリテ，上下ノ語ヲ承接連絡シ，互に|呼応シテ，其意ヲ通ズル詩ナリ。
0 アラユル ど訪日子波ヲ，其m法ニ I~ リテ， 三鎖ニ大)JIjス 。
第一~J，j 名詞ニノミ属クモノ
(1)がの (2)のが (3)に (4)を (5)と (6)へ (7)よりから (8)まで
第二類種々ノ詩ニ属クモノ








一助詞の助詞たる所以、 は実にそが， 日I ~ITJI日?の関係を示すにあるを以て之が分類の規準も功、その示す関係





















吉 ・東候操 ・法島高師 ・岩井良雄.UJ在i孝雄の文法教科書がそれによって 「選定jされたわけで
あるが，その意義をまとめると以下の二点になる。






































注( 1 ) 井上敏夫「文法教育の変遷j，明治書続編 f続日本文法講躍 4.指導編11明治書!完，Hij 
手IJ33，p.40 
( 2 ) 森田真吾 iBBキlJ初期文法教育における『実用jと限1]識j f新文典j編纂の背
筑波大学国語国文学会編 f自本語と日本文学j第33号，平成13 参照。
( 3 ) 金田一春彦[橋本進古伝j，明治書続企図編集部編 f日本語学者列伝t明治書:1完，平成 9，
p.148 
( 4 ) 長尾高明「学校文法J，Iヨ本国語教育学会編『国語教育辞典J， ，平成13，p.59 
( 5 ) 文部省 f文部時報j第706号， 1昭和15.11，pp.31-32 
( 6 ) 井上敏夫「中等学校教科書法制の史的展開J，教科，書耐:究センター編W113flJIj中等学校教科内
容の変遷1 ぎょうせい，昭和59，p.109 
( 7 ) この五種選定本に関する先行研究については， r 5種選定j市Ijによって選ばれた五種類の国
文教科書と国定読本との関係に着目した内藤一志「国定教科書:r中等国文j考-5





( 8 ) 井上敏夫前掲 p.153参照。
( 9 ) 増淵恒吉編 f密語教育史資料第五巻 教育課程史1東京法令出版，昭和56 参照。
(10) 文部省内コ等学校改正教授要自の趣意J，r文部時報j第584号，昭和12.5，p.60 
(11) 文部省前掲 p.60
(12) 全体構成を示すにあたっては，それぞれの自次における篇・章を参照してまとめた(節・
項レベルの項目提示は省いた)。
(13) なお山田孝雄の文法教科書については，国語学研究の方面から山東功によってすでに詳細
な検討が行われている(!JJ束手bi学校i童文法の成立と山田孝雄一iJJ臼孝雄の文法教科書:・再
論-j，大販府立大学人間社会学部言語文化学科編 f言語文化学研究(日本語日本文学編)j 
第4号，平成21.3など)。本稿で取り上げた山田孝雄 f日本文法教科書jについても，特に橋
本進吉『改市Ij新文典』との関連からその意義が論じられている。ただし五種選定本との関連
からすると，岩井良雄や広島高師の文法教科書のなかで山田の「存在詞」に関する言及も見
られ， !JJ回の文法論は他の文法教科書の記述に少なからず影響を与えている。そうし
関係をも含めた再検討が必要になってくるのかもしれない。
-81 
